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平成２７年１月 全国百貨店売上高概況 

平成２７年２月１９日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ５,４２３億円余 

２．前年同月比     －２.８％（店舗数調整後／１０か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ８３社 ２４０店 （平成２６年１２月対比±０店） 

４．総店舗面積     ６,０９０,９１９㎡ （前年同月比：－２.４％） 

５．総従業員数     ７７,８５７人 （前年同月比：－３.２％） 

６．３か月移動平均値   6-8 月 －２.６％、7-9 月 －１.３％、8-10 月 －１.１％、 

（店舗数調整後）  9-11 月 －１.３％、10-12 月 －１.６％、11-1 月 －１.８％ 

 

  ［参考］平成 26 年 1 月の売上高増減率は２.９％（店舗数調整後） 

【１月売上の特徴】 

１月は、正月休暇の１日減や日本海側を中心とした上旬の大雪などから、年頭商戦に影響

を受けた地域も多く、全体的に厳しい滑り出しとなった。中旬以降も冬型の気圧配置が長続

きせず、気温が高く降水量が多かったことや、前年の消費税率引き上げ前の駆け込み需要の

反動もあり、１０か月連続のマイナスに終わった。 

地区別では、東京（＋０.７％／３か月連続プラス）、大阪（＋２.２％／７か月連続プラス）の主要地区が前年を

確保したことで、大都市圏は１.３％減にとどまったが、天候不順などの影響を強く受けた地

方都市の不振（－５.５％）が目立った。 

商品別では、不安定な天候が入店客数と重衣料を中心とした防寒衣料の売れ行きに影響し、

主力の衣料品（－５.８％）が振るわず、昨年の駆け込み需要で数字を伸ばした家庭用品にも反動

減（－９.０％）が見られた。半面、化粧品（＋７.１％／７か月連続プラス）や、美術･宝飾･貴金属（＋４.７％

／２か月連続プラス）は引き続き好調を持続し、雑貨（＋３.９％／３か月連続プラス）の伸びを牽引した。 

なお、訪日外国人売上高（＋１８０.８％）は、１２月に続いて単月で１００億円を超えるとと

もに、購買客数も高い伸び（＋１７６.０％）を示し、春節休暇のズレ（昨年：１／３１～ ⇒ 本年：２／１８～）

を感じさせない結果となった。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「１月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇強い寒気が南下したことで上旬は全国的に気温が低くなり、日本海側では大雪となった。また低気圧がたびたび

本州付近を通過し、東日本太平洋側と西日本では月降水量が多く、特に西日本太平洋側ではかなり多かった。 

(2) 営業日数増減    ３０.２日（前年同月比＋０.１日） 

   (3) 土･日･祝日の合計    １１日（    〃   ＋１日／土曜１日増） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１３８店舗） 

     ①増加した：１５店、②変化なし：３４店、③減少した：８９店 

  (5) １月歳時記（初売り、冬の全館セール）の売上（同上／有効回答数１０４店舗） 

     ①増加した：１２店、②変化なし：４１店、③減少した：５１店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 542 ,389 ,439 100 .0 -2 .8 (  -3 .2 )

10都市 360 ,518 ,905 66 .5 -1 .3 (  -1 .5 )

札幌 13,602,860 2.5 -2.2

仙台 7,766,545 1.4 -6.9

東京 138,985,985 25.6 0.7

横浜 31,485,974 5.8 -2.9

名古屋 34,761,335 6.4 -2.1

京都 21,071,824 3.9 -13.2 (  -15.5)

大阪 68,614,980 12.7 2.2

神戸 14,337,426 2.6 -2.4

広島 11,740,112 2.2 -4.1

福岡 18,151,864 3.3 -3.4

10都市以外の地区 181 ,870 ,534 33 .5 -5 .5 (  -6 .3 )

北海道 2,818,550 0.5 -5.9

東北 8,720,216 1.6 -6.7

関東 84,240,186 15.5 -5.7 (  -5.6)

中部 13,573,825 2.5 -5.2

近畿 23,540,438 4.3 -6.0

中国 12,305,571 2.3 -6.6

四国 9,503,971 1.8 -4.1 (  -13.9)

九州 27,167,777 5.0 -4.1 (  -6.2)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 542 ,389 ,439 100 .0 -2 .8 (  -3 .2 )

紳士服・洋品 46,736,413 8.6 -2.7 (  -2.9)

婦人服・洋品 139,905,675 25.8 -6.5 (  -6.9)

子供服・洋品 14,373,837 2.7 -4.9 (  -5.2)

その他衣料品 13,332,717 2.5 -9.1 (  -9.5)

衣　　料　　品 214 ,348 ,642 39 .5 -5 .8 (  -6 .1 )

身のまわり品 75 ,856 ,005 14 .0 -1 .1 (  -1 .4 )

化粧品 28,590,167 5.3 7.1 (  6.9)

美術・宝飾・貴金属 26,662,204 4.9 4.7 (  4.1)

その他雑貨 21,239,101 3.9 -1.2 (  -2.0)

雑　　　　　　貨 76 ,491 ,472 14 .1 3 .9 (  3 .3 )

家　　具 5,752,409 1.1 -14.7 (  -15.3)

家　　電 1,212,773 0.2 -2.4 (  -2.4)

その他家庭用品 16,877,046 3.1 -7.3 (  -7.6)

家　庭　　用　品 23 ,842 ,228 4 .4 -9 .0 (  -9 .4 )

生　鮮　食　品 24,485,206 4.5 -4.8 (  -5.6)

　菓　　子　 34,220,147 6.3 0.4 (  0.1)

　惣　　菜　 28,180,183 5.2 -0.5 (  -0.8)

その他食料品 35,874,049 6.6 -0.4 (  -0.9)

食　　　料　　　品 122 ,759 ,585 22 .6 -1 .1 (  -1 .6 )

食　堂　　喫　茶 14 ,421 ,238 2 .7 -3 .4 (  -3 .5 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,177 ,506 1 .0 -2 .0 (  -2 .0 )

そ　　の　　他 9 ,492 ,763 1 .8 1 .5 (  0 .9 )

商　　　品　　　券 9 ,433 ,818 1 .7 -7 .1 (  -7 .2 )

全国百貨店　売上高速報 2015年01月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、
 　 総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。  
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向         －１.３％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向   －５.５％（店舗数調整後／１０か月連続マイナス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －１.３ －０.９ ２か月連続マイナス 

札 幌 －２.２ －０.１ ２か月連続マイナス                                                                          

仙 台 －６.９ －０.１ １０か月連続マイナス 

東 京 ０.７ ０.２ ３か月連続プラス 

横 浜 －２.９ －０.２ ２か月連続マイナス 

名古屋 －２.１ －０.１ ２か月連続マイナス 

京 都 －１３.２ －０.６ １０か月連続マイナス 

大 阪 ２.２ ０.３ ７か月連続プラス 

神 戸 －２.４ －０.１ ５か月連続マイナス 

広 島 －４.１ －０.１ １０か月連続マイナス 

福 岡 －３.４ －０.１ ２か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －５.５ －１.９ １０か月連続マイナス 

北海道 －５.９  ０.０ １０か月連続マイナス＊ 

東 北 －６.７ －０.１ １０か月連続マイナス＊  

関 東 －５.７ －０.９ １０か月連続マイナス 

中 部 －５.２ －０.１ ４か月連続マイナス 

近 畿 －６.０ －０.３ １０か月連続マイナス 

中 国 －６.６ －０.２ １０か月連続マイナス＊ 

四 国 －４.１ －０.１ ２か月連続マイナス 

九 州 －４.１ －０.２ １０か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目では、雑貨が３か月連続のプラスとなった。また、身のまわり品が２か月連続、

衣料品が４か月連続、家庭用品と食料品が１０か月連続のマイナスとなった。化粧品が７

か月連続、美術・宝飾・貴金属が２か月連続、菓子が２か月ぶりのプラスとなった。その

他では、その他雑貨、家具、家電、その他家庭用品、惣菜、その他食料品が先月より改善

をみせた。 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －２.８ ― １０か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －２.７ －０.２ ４か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －６.５ －１.８ ４か月連続マイナス 

子供服・洋品 －４.９ －０.１ ５か月連続マイナス 

その他衣料品 －９.１ －０.２ ４か月連続マイナス 

衣料品 －５.８ －２.４ ４か月連続マイナス 

身のまわり品 －１.１ －０.１ ２か月連続マイナス 

化粧品 ７.１  ０.３ ７か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ４.７  ０.２ ２か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －１.２  ０.０ ５か月連続マイナス＊ 

雑貨 ３.９  ０.５ ３か月連続プラス 

家具 －１４.７ －０.２ １０か月連続マイナス 

家電 －２.４  ０.０ ３か月連続マイナス 

その他家庭用品 －７.３ －０.２ ５か月連続マイナス 

家庭用品 －９.０ －０.４ １０か月連続マイナス 

生鮮食品 －４.８ －０.２ １０か月連続マイナス＊ 

菓子 ０.４  ０.０ ２か月ぶりプラス＊ 

惣菜 －０.５  ０.０ ５か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －０.４  ０.０ １０か月連続マイナス＊ 

食料品 －１.１ －０.２ １０か月連続マイナス 

食堂喫茶 －３.４ －０.１ ２か月連続マイナス 

サービス －２.０  ０.０ ２か月連続マイナス 

その他 １.５  ０.０ ５か月ぶりプラス 

商品券 －７.１ －０.１ ４７か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  森 ・ 西 田 ま で 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

